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はじめに 
 

 皆さんは松木日向緑地をご存知でしょうか？大学の奥地に広がる、美しい自然・多様な生態
系がひろがる素晴らしい場所です。その場所で、僕たち、地域ボランティアプログラム「松木日
向緑地ボランティアプログラム」のメンバーは、夏の終わりごろから、春先にかけ竹林整備や地
域交流等の活動を行っています。 

 しかしながら、大学内において、松木日
向緑地や、この場所で行われている様々
なボランティア活動に対する認知度の低さ
に、これまで3年間活動をしている中で、ふ
と気づき、何か策はないかと考えました。 
 そこで、「松木日向緑地やボランティアプ
ログラムでの取組をもっと首都大生に知っ
てもらいたい！」という想いから企画したも
のが、『緑地新聞』です。記事は、プログラ
ムのメンバーが各号で役割を分担し、執
筆・編集を担当しました。 
 本冊子は、2018年度に発行した『緑地
新聞』をまとめたものです。本冊子をきっか
けに、少しでも多くの人に松木日向緑地や
僕たちの取組への興味をもっていただけた
ら嬉しいです。 

松木日向緑地MAP 

都市教養学部 都市教養学科 法学系 4年 リーダーN 

出典： 首都大学東京・東京都立大学 ひなたブック製作委員会 『ひなたブック』 , 2007   



事前学習 
そもそもボランティア活動をする意義とは？ 
緑地や地域にはどんな社会課題があるのか？ 
といった活動の背景や竹の伐採方法等を、 
事前に学び、1年間における活動の目標を立てます。 

通常活動 
竹林整備の他、伐採した竹の一部を
工作や水鉄砲合戦等、多世代交流
活動の資源として利活用します。 

 
 事後学習 

メンバー間の多角的な視点で活動の振り返りを
し、事前学習で立てた目標の達成にどれだけ
近づけたのか、また、1年間の活動によって緑
地や地域にどのような効果がもたらされたのか

について話し合います。 

緑（環境保全） ➡ 縁（地域交流） 

地域ボランティアプログラム「松木日向緑地プログラム」とは 

 首都大学東京南大沢キャンパスの奥地に存在
する松木日向緑地で、毎年9月から、月に1回程
度、社会課題（右記参照）の解決を目的に、学生
主体で竹林整備の活動や伐採した竹を利活用し
た近隣地域の方々との多世代交流活動を行って
います。 
 ボランティアプログラムは、ボランティア活動の
意義や社会課題、その背景を学ぶ「事前学習」
や自分たちの活動を多角的に振り返る「事後学
習」等の学習と、竹林整備等の活動が連動した
内容・構成になっています。 

社会的課題 
 

・環境：里山荒廃による生態系への悪影響 
・文化：自然利用の技術・文化の伝承断絶 
・地域：少子高齢化に伴う世代間交流や 
     コミュニティーの希薄化 
・大学：豊かな緑地資源への認知度の低さ  
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松木日向緑地プログラム 

松木日向緑地の課題 
「緑地の荒廃」 

大学周辺地域の課題 
「多世代交流の減少」 

多世代間の交流の 
場所として、 

緑地を利用しよう！ 

これからも松木日向緑地を利用した 
豊かなコミュニティの形成を目指します 

環境保全 
竹林の整備によって、以前より 
陽の光が入るようになりました。 
また、伐採した竹を資源として、 

多世代交流活動に利活用しました。 

人との繋がり 
大学生がつなぎ役となり 
子どもから大人まで幅広い 
世代交流ができました。 

普段は竹の間伐作業を行いつつ、 
「サル山水合戦」や「体験会」などの 
地域交流イベントを企画しました。 

活 
動 

これまでの 道 の 
り 

はじまりは… 

成 
果 

4 
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首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す
る
松
木
日
向
緑
地
で
毎
年
、
九
月
か
ら
、
月
に
一
度
程
度
、

学
生
主
体
で
竹
林
整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
し
た
竹
は
利
活
用
し
て
、
地
域

の
交
流
等
へ
と
役
立
て
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
・
社
会
の

課
題
や
背
景
を
学
ぶ
事
前
学
習
・
活
動
を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学
習
が
あ
り
、
通
常
活
動
で

あ
る
、
竹
林
整
備
と
連
動
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

↓
緑
地
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？ 

 

↓
通
常
活
動 

～
緑
か
ら
縁
を
～ 

 
     

  
   

  
  

  
  

  
  

↓
活
動
の
学
び
を
共
有 

 
 

     

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
フ
ェ
ア
『
サ
マ
ボ
ラ
２
０
１
８
！
』」
が
七
月
一
・
二
日
、
南
大
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
」・「
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
や
学
生
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
イ
ズ
」
等
の
多
様
な
学
生
企
画
の
一

つ
と
し
て
、
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
は
、
緑
地
で
伐
採
し
た

竹
を
使
い
、「
学
生
に
願
い
事
を
書
い
て
も
ら
う
」
と
い
う
特
別
企
画
「
七
夕
、
君
の
願
い
は
。
」 

を
実
施
。
多
く
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
竹
へ
括
り
付
け
て
い
ま
し
た
。 

 
 

↓
緑
地
の
竹
に
願
い
を
括
り
付
け
る
参
加
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓
準
備
に
余
念
が
な
い
企
画
者 

    

同
日
昼
休
み
に
、
七
号
館
入
り
口
付
近
で
、
竹
水
鉄
砲
を
用
い
た
的
当
て
ゲ
ー
ム
「
竹
ス
ポ
！

２
０
１
８
」
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
竹
水
鉄
砲
に
触
れ
る
人
が
多
か
っ
た
一
方
、
地
元
で
昔
、

遊
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
も
い
て
、「
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

願
い
事
を
括
り
付
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ま
た
、
竹
水
鉄
砲
遊
び
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
多
く

の
方
々
に
緑
地
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
二
日
間
で
、
両

特
別
企
画
合
わ
せ
て
七
〇
名
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
を
し
ま
し
た
。 

↓
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
や
緑
地
の
説
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓
満
点
を
出
せ
た
の
は
二
人
だ
け
で
し
た
… 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記
（
リ
ー
ダ
ー
・
法
学
系
・
三
年
） 

緑
地
の
写
真
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
い
い
ね
！
の
数
が
二
割
増
し
に
な
り
ま
し
た
。
大
学

の
緑
地
で
「
あ
な
た
だ
け
のS

N
S

映
え
ポ
イ
ン
ト
」
を
是
非
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

編
集
・
発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 

電
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4
2
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7
7
-
1
3
5
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メ
ン
バ
ー 

2018年 10月 



 

準
備
日
に
は
、
水
鉄
砲
に
使
う
材

料
の
竹
を
取
っ
て
き
た
り
、
小
学
生

で
も
水
鉄
砲
が
作
れ
る
よ
う
に
加
工

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら

本
活
動
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
中

に
は
、
今
回
が
竹
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
タ
ク
ト
だ
っ
た
と
い
う
人
も
い

ま
し
た
が
、
難
な
く
竹
を
伐
採
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加
工
の
際
、

自
然
の
竹
な
の
で
、
中
に
は
歪
ん
で

い
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、
大
き
さ
が

バ
ラ
バ
ラ
で
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
ら

れ
な
か
っ
た
り
と
、
一
筋
縄
で
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
連
携

団
体
の
ひ
な
た
緑
地
遊
学
会
の
方
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
、

一
日
中
作
業
を
し
て
な
ん
と
か
準
備

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

当
日
は
、
三
つ
の
小
学
校
か
ら
約 

          

         

六
十
名
の
小
学
生
・
保
護
者
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
し
た

私
た
ち
も
自
分
た
ち
の
手
で
水
鉄
砲

を
作
る
の
は
新
鮮
な
体
験
で
、
そ
れ

か
ら
発
射
さ
れ
る
美
し
い
水
の
放
物

線
は
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
里
山
保
全
の
た
め
に
伐
採

し
た
竹
が
こ
の
よ
う
な
形
で
利
活
用

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
出
来
た
の
は
と
て
も
有
意

義
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
と
思
っ
て
行
っ
た

今
回
の
企
画
で
す
が
、
実
は
我
々
大

学
生
や
大
人
た
ち
に
も
気
づ
き
を
与

え
て
く
れ
た
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
活
動
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
に
関
わ
る

全
員
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

    

首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す

る
松
木
日
向
緑
地
で
毎
年
、
九
月
か

ら
、
月
に
一
度
程
度
、
学
生
主
体
で

竹
林
整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
伐
採
し
た
竹
を
利
活
用
し

て
、
地
域
の
交
流
等
へ
と
役
立
て
て

い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
・
社
会
の
課

題
や
背
景
を
学
ぶ
事
前
学
習
・
活
動

を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学
習
が

あ
り
、
通
常
活
動
で
あ
る
、
竹
林
整

備
と
連
動
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

松
木
日
向
緑
地 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は 

編
集
後
記 

(

理
工
学
系
・
四
年) 

 

リ
ア
ル
陣
取
り
ゲ
ー
ム
、
か
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。
参
加
し
て
く
れ
た
小
学
生
や
我
々
大
学
生
に
負
け

ず
、
真
剣
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
多
世
代
で
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
が
り
な
が
ら
遊
ぶ
、
そ
ん
な
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

サ
ル
山
水
合
戦
を
終
え
て 

～
企
画
者
代
表
よ
り
～ 

編
集
・
発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 
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文
章
担
当 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

「
サ
ル
山
水
合
戦
」
は
竹
の

利
活
用
と
地
域
交
流
の
充
実

を
目
的
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ン
バ
ー
で
企
画
し
、
九
月
八

日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
地
域
の
小
学
生
を
対

象
と
し
た
、
竹
製
水
鉄
砲
の

制
作
体
験
と
そ
の
水
鉄
砲
を

用
い
た
陣
地
取
り
ゲ
ー
ム
で

す
。
ゲ
ー
ム
に
は
小
学
生
に

交
じ
っ
て
大
学
生
も
参
加
。

自
然
の
中
で
の
「
遊
び
」
を

体
験
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

世
代
を
超
え
た
楽
し
い
交
流

を
実
現
で
き
ま
し
た
。 

サル山水合戦開催 
松木日向緑地の竹で水鉄砲づくり＆水合戦 

3小学校から小学生・保護者約60名参加 

▲難なく竹を伐採 

▲みんなで協力して準備 

▲試合前の円陣 

▲大学生も保護者も本気です 

▼事前学習 ▼竹を伐採 

▲事後学習 

～緑から縁を～ 

▲地域交流 



社会的課題 
 

環境：里山荒廃による生態系 

   への悪影響 

文化：自然利用の技術・文化 

   伝承の断絶 

地域：少子高齢化に伴う世代  

   間交流やコミュニティ 

   の希薄化 

大学：豊かな緑地資源に対す 

   る認知度の低さ 

  

 
十
月
六
日(

土)

、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
十
五
名
の
大

学
生
が
参
加
し
、
竹
林
整
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
内
容
は
、
竹
を
切
り
緑
地
内
の
整
備
を 

す
る
こ
と
・
切
っ
た
竹
を
竹
炭
と
し
て
再
利
用
す
る
為 

の
準
備
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 

朝
九
時
半
に
十
三
号
館
前
に
集
合
。
着
い
た
直
後
か

ら
、
竹
の
肥
料
で
あ
る
落
葉
が
入
っ
た
袋
を
竹
林
に
運

び
ま
し
た
。
落
葉
が
入
っ
た
五
〇
近
く
の
袋
は
、
先
日

の
雨
で
水
分
を
含
ん
で
い
て
作
業
は
か
な
り
大
変
で
し

た
。
銀
杏
が
入
っ
た
袋
の
周
り
は
Ｇ
を
筆
頭
に
ム
カ
デ
、

コ
オ
ロ
ギ
と
緑
地
の
虫
達
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
竹
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
行
っ
て
竹
を
伐
採
。

一
人
一
〜
二
本
を
目
安
に
竹
を
切
り
ま
し
た
！
竹
を
切 

る
際
に
は
、
地
面
に
対
し
て
水
平
に
切
れ
込
み
を
入
れ
た
り
、
刃
先 

が
竹
に
噛
ま
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
等
、
と
て
も
集
中
力
を
使
う 

大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
高
め
の
竹
を
自
分
で
倒
せ
た
時 

に
は
、
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
切
っ
た
竹 

は
作
業
場
ま
で
運
び
出
し
ま
す
。
竹
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
、
四
つ 

割
り
に
。
そ
し
て
、
か
ま
ど
に
詰
め
て
い
き
ま
す
！
か
ま
ど
は
思
っ 

た
よ
り
も
大
き
く
、
割
っ
た
竹
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
て
い
く
の
は
な
か 

な
か
大
変
で
し
た
。 

 

活
動
を
通
し
て
、
竹
林
整
備
の
意
義
を
自
分
な
り
に
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
竹
の
侵
略
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
竹
は
、
毎
年
三
ｍ
程
、
地
下
茎
を
伸
ば
し
、 

そ
こ
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
生
や
し
ま
す
。
雑
木
林
の
中
で
は
、
ど
ん
ど
ん
地
下
茎
が
伸
び
て
い

き
、
陣
地
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
ケ
ノ
コ
は
わ
ず
か
二
、
三
年
で
十
数
ｍ
、

元
気
な
場
合
二
十
数
ｍ
ま
で
育
ち
ま
す
。
最
終
的
に
竹
は
、
他
の
樹
木
か
ら
光
を
奪
っ
て
雑

木
林
を
乗
っ
取
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

二
つ
目
は
崖
崩
れ
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
様
々
な
種
類
の
樹
種
が
混
ざ
り
合
う
雑
木
林
で
は
、

深
く
ま
っ
す
ぐ
に
根
を
伸
ば
し
て
「
杭
」
の
役
割
を
果
た
す
木
と
、
横
に
根
を
張
り
、
土
を

抑
え
る
「
ネ
ッ
ト
」
の
役
割
を
果
た
す
木
が
協
力
し
あ
っ
て
、
崖
崩
れ
を
防
い
で
い
ま
す
。 

あなたがまだ知
らない首都大の
自然の美しさや
素晴らしさを一
緒に写真に収め
てみませんか？ 

 

撮影・自然巡り
が好きな方は是
非ご参加くださ
い♪ 

12/16（日） 
9:30-14:00 

 

その他、工作や竹
割体験なども予
定！初心者の人に
もわかりやすく教
えます。 

 

竹を切って、 

2018年を納めて 

みませんか？ 

竹を倒せずに、年は越せない！ 

 

し
か
し
、
竹
の
地
下
茎
は
、
横
に
広
が
る
の
で
、

土
を
押
さ
え
る
ネ
ッ
ト
の
働
き
に
は
優
れ
て
い
ま
す

が
、
「
杭
」
の
役
割
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

当
然
、
大
雨
等
の
際
に
は
地
面
が
ず
り
落
ち
る
危
険

性
が
高
く
、
松
木
日
向
緑
地
に
も
あ
る
よ
う
な
急
斜

面
で
は
、
特
に
そ
の
危
険
性
が
高
く
な
る
わ
け
な
の

で
す
！ 

 

こ
う
し
て
当
日
の
活
動
や
ひ
な
た
緑
地
遊
学
会
の

方
々
の
お
話
や
活
動
を
通
し
て
、
自
分
達
が
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
竹
の
根
本
に
ア
リ
の
大

群
が
い
る
の
を
見
て
、
竹
林
の
生
態
系
に
つ
い
て
も

さ
ら
に
学
び
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

環
境
保
全
に
取
り
組
め
た
こ
と
へ
の
達
成
感
を
強

く
感
じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。 

▲この経験は11月の活動へ繋がります 

▲４つ割り体験。注目の的に 

ボランティアセンターイベント 

竹林伐採体験を実施します！ 

12月は緑地に入ろう！ 
参
考 

『
竹
林
問
題 

森
づ
く
り
最
前
線 

天
然
水
野
盛 

サ
ン
ト
リ
ー
』 

U
RL 

htt
ps:

//m
obi

le.
sun

tor
y.c

o.j
p/e

co/
for

est
/pr

ote
ct/

pro
ble

m.h
tml

?tr
ans

fer
=pc

_to
_mo

bil
e

（
最
終
ア
ク
セ
ス:

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
六
日
） 

 

首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す
る
松
木
日
向
緑
地
で
毎
年
九
月
か
ら
、 

月
に
一
度
程
度
、
社
会
課
題
（
下
記
参
照
）
の
解
決
を
目
的
に
学
生
主
体 

で
竹
林
整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
伐
採
し
た
竹
（
緑
） 

を
、
利
活
用
し
、
近
隣
地
域
の
方
々
と
の
交
流(

縁)

等
へ
と
役
立
て
て
い 

ま
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
社
会
の
課
題
、 

背
景
を
学
ぶ
事
前
学
習
と
活
動
を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学
習
が
あ
り
、 

通
常
活
動
で
あ
る
竹
林
整
備
と
連
動
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

編
集
・発
行 
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都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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ン
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（
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大
沢
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首
都
大
学
東
京
の
奥

地
に
存
在
す
る
松
木
日

向
緑
地
で
毎
年
九
月
か

ら
、
月
に
一
度
程
度
、

社
会
課
題
（
下
記
参

照
）
の
解
決
を
目
的
に

学
生
主
体
で
竹
林
整
備

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
伐
採
し

た
竹(

緑)

を
、
利
活
用

し
、
近
隣
地
域
の
方
々

と
の
交
流(

縁)

等
へ
と

役
立
て
て
い
ま
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
意
義
や
社
会
の
課

題
、
背
景
を
学
ぶ
事
前

学
習
と
活
動
を
多
角
的

に
振
り
返
る
事
後
学
習

が
あ
り
、
通
常
活
動
で

あ
る
竹
林
整
備
と
連
動

し
た
内
容
・
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

作
ろ
う
緑
か
ら
、
繋
げ
た
縁
は
こ
れ
か
ら
も 

解決すべき社会的課題 
・環境：里山の荒廃による生態系への悪影響 
・文化：自然利用の技術・文化の伝承断絶 
・地域：少子高齢化に伴う世代間交流やコ    
    ミュニティの希薄化 
・大学：豊かな緑地資源への認知度の低さ  

 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
、
竹
の
利
活
用
に

よ
る
地
域
交
流
を
目
的
と
し
た
、
近
隣
小
学

生
・
保
護
者
と
の
竹
炭
づ
く
り
・
木
工
体
験

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
ま
ず
は
、
竹
炭
と
花
炭
作
り
で
す
。
竹
炭

作
り
で
は
、
ド
ラ
ム
缶
炭
焼
き
窯
の
火
付
け

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
煙
突
か
ら
煙
が
た
く

さ
ん
出
る
ま
で
、
杉
の
葉
や
新
聞
紙
、
竹
を

窯
の
中
に
入
れ
て
う
ち
わ
で
扇
ぎ
ま
す
。
子

ど
も
達
は
、
煙
を
浴
び
て
涙
が
止
ま
ら
な
い

な
が
ら
も
、
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

次
は
、
焼
き
芋
作
り
で
す
。
さ
つ
ま
い
も 

を
洗
い
、
新
聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
み
、

炭
焼
き
窯
の
上
に
か
ぶ
せ
て
あ
る
砂
の
中
と

花
炭
作
り
で
使
用
し
た
窯
の
中
に
入
れ
て
待

ち
ま
す
。 

 

花
炭
や
焼
き
芋
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
各
々
が
「
竹
の
伐
採
」
や
「
工
作
」
等
か
ら
、
好

き
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
「
工
作
」
で
は
、
伐
採
し
た
竹
を
使
っ
た

ペ
ン
立
て
や
緑
地
内
で
集
め
た
ツ
ル
を
使
っ
た
リ
ー
ス
、
風
で
折
れ
た
木
の
枝
を
使
っ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
等
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
盛
り
沢
山
。
リ
ー
ス
の
材
料
と
な
る
ツ
ル
を

集
め
た
り
、
長
い
枝
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
て
、
丁
度
良
い
長
さ
に
し
た
り
す
る
の
は
、
参
加

し
た
子
ど
も
達
自
身
で
行
い
ま
し
た
。
竹
を
切
る
、
枝
に
穴
を
空
け
る
な
ど
、
小
学
生
の
力

で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
我
々
大
学
生
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
然
の
中
で
の
作

業
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

お
昼
頃
、
窯
か
ら
甘
い
香
り
が
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
焼
き
芋
の 

仕
上
が
り
を
確
認
し
ま
し
た
。
握
っ
て
み
て
柔
ら
か
け
れ
ば
で
き
あ 

が
り
で
す
。
我
々
も
一
緒
に
焼
き
芋
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
く
ほ 

く
で
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
の
方
々
が
豚 

汁
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
首
都
大
産
の
し
い
た
け
や
、
ひ
な 

た
緑
地
遊
学
会
の
方
が
栽
培
し
た
里
芋
も
入
っ
て
お
り
絶
品
で
し
た
。 

自
然
の
中
で
活
動
し
た
後
に
食
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
お
い
し
く 

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
が
今
回
の
活
動
内
容
で
す
。

半
日
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
非

常
に
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
伐
採
し

た
竹
や
折
れ
た
枝
が
、
こ
の
よ
う
に

子
ど
も
達
の
た
め
の
体
験
活
動
に
有

効
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

緑
か
ら 

 
 

 

育
む
縁
の 

 
 

 
 

 
 

実
り
時 

緑地川柳 

▲多世代に渡って交流できました 

▲焼き上がりを一緒に♪ 

松木日向緑地プログラムメンバー(20) 

今月も活動お疲れ様でし
た！ここ２ヶ月の活動で感
じたこと等、コメントをお
願いします！ 

10月の文章を担当しまし
た。生命科学２年のTで

す。竹を切る作業では、
刃先を水平にする等、多
くの集中力を要しました
が、その分高い竹を倒せ
た時、大きな達成感を感
じられました！ 

11月の新聞を担当しまし
た。人文社会１年のNで

す。炭焼き窯の火付けや
花炭の作り方などの知識
を得たのと同時に、子ど
も達の豊かな発想力に驚
かされ、笑った有意義な
活動でした！ 

▲クリスマスに向けて、リースを 

N 

T 

コメントありがとうござい
ます！来年も頑張っていき
ましょう（＾＾）ｂ 

12:08 

12:16 

 参加学生にLINEしてみた。 

編
集
後
記 

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
心
豊
か

に
な
れ
る
こ
の
場
所
で
紡
が
れ
て

い
く
幾
つ
も
の
地
域
と
の
繋
が
り
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

リ
ー
ダ
ー
・
法
学
系
・
三
年
・
Ｉ 

編
集
・発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 

 

電
話 

〇
四
二 -

 

六
七
七 -

 

一
三
五
四 

メ
ー
ル 

tm
u
-
v
o
lu

n
teer@

jm
j.tm

u
.a

c.jp
 

文
章
担
当 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
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」
メ
ン
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人
間
社
会
学
科 

一
年
・
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十
二
月
一
日(

土)

、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
八
名
の
大
学

生
が
参
加
し
、
竹
林
整
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

活
動
内
容
は
、
松
木
日
向
緑
地
の
竹
林
整
備
を
す
る
こ

と
・
以
前
作
っ
た
竹
炭
を
用
い
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
し
て
親
睦

を
深
め
る
こ
と
で
し
た
。 

 

朝
の
九
時
半
に
十
三
号
館
の
前
に
集
合
し
、
準
備
体
操

を
す
る
こ
と
か
ら
今
回
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
す
ぐ
に
加
藤
先
生(

本
学
理
学
部
生
命
科
学
科)

か
ら
、

竹
の
性
質
や
加
藤
先
生
が
緑
地
内
で
行
っ
て
い
る
研
究
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
加
藤
先
生
が

整
備
し
て
い
る
エ
リ
ア
と
、
あ
え
て
手
を
加
え
て
い
な
い

エ
リ
ア
と
で
は
、
入
っ
て
く
る
光
の
量
が
異
な
っ
て
お
り
、

竹
を
切
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ

え
て
手
を
加
え
て
い
な
い
エ
リ
ア
で
は
、
竹
以
外
の
植
物

が
減
少
し
た
り
、
人
間
が
入
っ
て
い
け
な
い
よ
う
な
状
態

で
あ
っ
た
り
す
る
等
、
こ
の
活
動
が
な
け
れ
ば
本
学
の 

自
然
環
境
課
題
が
深
刻
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。 

 

次
に
、
落
ち
葉
を
撒
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
緑
地
内
に
落
ち
葉
と
い
う
布
団
を
か
け
る

こ
と
で
地
面
に
栄
養
が
行
き
渡
り
、
来
年
美
味
し
い
筍
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
面
一
面
が
黄
色
や
紅
色
に
な
り
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
一
部
落
ち
葉
を
大
盛
り
に
し
た

場
所
が
あ
り
、
来
春
そ
こ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
今
後
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

学
内
で
出
た
落
ち
葉
を
業
者
に
委
託
し
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
学
内
で
消
費
す

る
こ
と
は
、
緑
地
の
再
利
用
の
サ
イ
ク
ル
形
成
に
お
い
て
大
切
な
作
業
で
す
。 

緑
地
に
来
た
人
が
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
に
最
後
ま
で

し
っ
か
り
と
竹
の
処
理
を
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
の
最
後
に
は
、
自
分
た
ち
で
か
ま
ど
に

詰
め
て
作
っ
た
竹
炭
を
用
い
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
お
肉
を
焼
い
た
り
、

焼
き
そ
ば
を
作
っ
た
り
す
る
時
間
は
楽
し
く
あ
っ
と
い

う
間
で
、
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。
年
齢
も
学
部
も
バ

ラ
バ
ラ
で
、
ひ
な
た
緑
地
遊
学
会
の
方
と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
知
り
合
わ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
と
お
話
を

す
る
こ
と
は
貴
重
で
、
緑
地
で
の
活
動
を
通
じ
て
人
と

人
と
の
繋
が
り
が
出
来
た
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

竹
に
パ
ン
生
地
を
巻
き
つ
け
て
パ
ン
を
焼
い
た
り
、
学

内
で
採
集
し
た
キ
ノ
コ
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ら
で
は
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
な
っ
て
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
竹
を
切
っ
て
自
分
た
ち
が 

編
集
・発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 
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文
章
担
当 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

法
学
部
一
年
・
Ｏ 

 
 

社会的課題 
 

環境：里山荒廃による生態系 

   への悪影響 

文化：自然利用の技術・文化 

   伝承の断絶 

地域：少子高齢化に伴う世代  

   間交流やコミュニティ 

   の希薄化 

大学：豊かな緑地資源に対す 

   る認知度の低さ 

  

 

首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す
る
松
木
日
向
緑
地
で
毎
年
九
月
か
ら
、 

月
に
一
度
程
度
、
社
会
課
題
（
下
記
参
照
）
の
解
決
を
目
的
に
学
生
主
体 

で
竹
林
整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
伐
採
し
た
竹
を
、
利

活
用
し
、
近
隣
地
域
の
方
々
と
の
交
流
等
へ
と
役
立
て
て
い
ま
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
社
会
の
課
題
、 

背
景
を
学
ぶ
事
前
学
習
と
活
動
を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学
習
が
あ
り
、 

通
常
活
動
で
あ
る
竹
林
整
備
と
連
動
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

2019年1月発行 

 

そ
の
後
は
、
い
つ
も
通
り
竹
の
あ
る
エ
リ
ア
に
行
っ
て
竹
の
間
伐
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
一
人
一
〜
三
本
程
度
の
竹
を
切
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
切
り
方
を
掴
む
の
が
大
変

だ
っ
た
と
い
う
感
想
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
人
で
大
き
な
竹
を
切
る
の
は

体
力
を
使
い
ま
す
。
自
分
の
切
り
倒
し
た
竹
で
誰
か
が
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
、
切
り
始
め
と
倒
す
際
の
掛
け
声
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
切
り
倒
し
た
竹
は
適
当
な
長
さ
に
切
っ
て
枝
を
落
と
し
ま
す
。 

そ
の
土
地
を
ど
う
し
た
い
の
か
に
つ
い
て
少
し
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
竹
を

切
る
と
い
う
作
業
だ
け
で
ま
だ
手
一
杯
で
す
が
、
増
え
す
ぎ
て
人
の
手
が
入
っ
て
い

な
い
竹
林
を
見
て
、
切
っ
た
後
に
そ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
か
も
考
え
て
い
く
こ
と
も

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
環
境
保
全
に
取
り
組
め
た
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
強
く
感
じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。 

編
集
後
記
（
物
理
・
2
年 

ishikawa

） 

 

今
回
の
活
動
で
は
、
加
藤
先
生
が
来
て
く
だ

さ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
で
一
番

学
び
が
多
か
っ
た
活
動
だ
っ
た
な
と
感
じ
ま
し

た
。
大
学
に
あ
る
緑
地
だ
か
ら
こ
そ
の
活
動
を

こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。 

 
緑
か
ら 

 
 

つ
な
が
り
つ
く
る 

 
 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

緑地川柳 



 

首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す
る
松
木
日
向
緑
地

で
毎
年
、
九
月
か
ら
、
月
に
一
度
程
度
、
下
記
の
社
会
課

題
の
解
決
を
目
的
に
学
生
主
体
で
竹
林
整
備
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。  

 

ま
た
、
伐
採
し
た
竹
を
利
活
用
し
て
、
近
隣
地
域
の

方
々
と
の
交
流
等
へ
と
役
立
て
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
・社
会
の
課
題
や
背
景
を

学
ぶ
事
前
学
習
・活
動
を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学

習
が
あ
り
、
通
常
活
動
で
あ
る
、
竹
林
整
備
と
連
動
し
た

内
容
・構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▲地域交流 

社会的課題 
 

環 境：里山荒廃による生態系 
     への悪影響 
文 化：自然利用の技術・文化 
     の伝承断絶 
地 域：少子高齢化に伴う世代 
     間交流やコミュニティー 
     の希薄化 
大 学：豊かな緑地資源への認 
     知度の低さ  

   
 

参加学生に質問してみた。 

プログラムに参加した理由は？ 

 

十
二
月
十
六
日
（日
）、
里
山
保
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
！
目
的
は
環

境
保
全
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
外

部
の
人
に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
で
す
。
中
学
生
と
大
学
生
と
い
う
普
段
、
な

か
な
か
交
流
の
な
い
組
み
合
わ
せ
で
、
最
初
は

互
い
に
距
離
感
が
分
か
ら
ず
少
し
緊
張
気
味

で
し
た
が
、
活
動
が
始
ま
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と

打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。 

 

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
竹
の
伐
採
作
業
で
す
。

竹
を
切
る
前
に
は
、
大
学
生
が
里
山
保
全
活

動
の
意
義
や
背
景
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
竹
が

倒
さ
れ
る
の
を
目
に
し
た
中
学
生
た
ち
は 

、

少
し
怖
が
り
、
不
安
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、 

首都大で竹を切ろう！ 
～近隣の中学生４名参加～ 

実
際
に
竹
を
伐
採
し
て
み
る
と
皆
、
簡
単
に
竹
を
倒
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
が
、
要
領
を
掴
む
の

が
早
く
、
ノ
コ
ギ
リ
の
扱
い
も
、
と
て
も
上
手
で
し
た
。 

 

休
憩
時
間
に
は
、
「学
校
の
授
業
で
は
何
の
科
目
が
好
き
な
の
か
」

「サ
ン
タ
さ
ん
は
や
っ
て
く
る
の
か
」
等
の
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
作
業
に
戻
り
、
各
々
一
本
以
上
の
竹
を
切
り
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
、
な
ん
と
、
竹
を
五
本
も
切
っ
た
子
が
い
ま
し
た
。
緑
地
に

は
以
前
と
比
べ
、
日
の
光
が
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

竹
林
が
拡
大
し
た
影
響
で
、
枯
れ
か
け
て
い
た
緑
地
の
木
々
に
と
っ

て
、
中
学
生
た
ち
は
き
っ
と
救
世
主
で
し
ょ
う
。 

匠
の
技
は
時
を
越
え
て 

 

お
昼
に
は
、
み
ん
な
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。
談
笑
し
た
り
、
“幸
運
の
一
〇
ペ

コ
ち
ゃ
ん
”を
探
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

午
後
は
、
「切
っ
た
竹
の
活
用
方
法
」
を
中
学
生
の
み
ん
な
に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
発

想
は
面
白
く
、
私
た
ち
大
学
生
に
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と

楽
器
の
ギ
ロ
で
す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
名
前
を
ハ
ン
グ
ル
文
字
で
書
く
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。
ギ
ロ

は
、
音
が
す
ご
く
良
く
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
学
生
も
自
由
に
す
だ
れ
や
椅
子
等
を
作
り
ま
し

た
。
自
分
達
で
考
え
な
が
ら
、
竹
で
何
か
を
作
る
と
い
う
時
間
は
純
粋
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

執
筆
後
記 

観
光
・一
年
・Ｆ 

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
私
た
ち
大
学
生
が
い
い
刺

激
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら

え
た
の
な
ら
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
！ 

松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？ 

編
集
後
記 

法
学
・三
年
・Ｎ 

勉
強
や
発
表
で
荒
ん
で
い
た
自
分
の
心
が
中
学
生

た
ち
の
笑
顔
で
洗
わ
れ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
竹
で

楽
器
を
作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
今
後
の
参
考
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

↑工作をサポートする大学生メンバー 

元々、ボランティア活動に興味があり、
かつ、自分の専攻分野に松木日向緑地で
の活動が密接に関連していたから。 
               1年・観光・Ｆ 

自然が好きで活動にとても興味があった
から。活動を通じて大学や地域のことを
もっと知っていきたい。 
        1年・インダストリアート・Ｍ 

図工の時間が昔から好きで、活動の中で
色んな道具を扱えるのではないかと思っ
たから。また、キャンプなどに行くこと
が多く、自然と触れ合うことに親しみが
あり、その中で子どもたちと関われるこ
の活動に魅力を感じたから。 
              1年・人文社会・Ｎ 

大学内の美しい自然の中に入ってみたい
と以前から考えていた。来年からは学部
の関係で荒川キャンパスに移ってしまう

ので、今年度の活動を通じて、南大沢
キャンパスを楽しみ尽くしたい。 
             1年・作業療法・Ｍ 

2019年2月発行 

 
竹
の
音
と 

 
  

共
に
感
じ
る 

 
 

 
 

 
 

日
向
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地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

 
 



 
 

首
都
大
学
東
京
の
奥
地
に
存
在
す
る
松
木
日
向
緑
地
で
毎

年
、
九
月
か
ら
、
月
に
一
度
程
度
、
下
記
の
社
会
課
題
の
解
決

を
目
的
に
学
生
主
体
で
竹
林
整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
伐
採
し
た
竹
を
利
活
用
し
て
、
近
隣
地
域
の
方
々
と

の
交
流
等
へ
と
役
立
て
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
・
社
会
の
課
題
や
背
景
を
学
ぶ
事
前
学

習
・
活
動
を
多
角
的
に
振
り
返
る
事
後
学
習
が
あ
り
、
通
常
活

動
で
あ
る
、
竹
林
整
備
と
連
動
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

編
集
・
発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
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文
章
担
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地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

 

社会的課題 
 

環 境：里山荒廃による生態系への 
     悪影響 
文 化：自然利用の技術や文化の 
     伝承の断絶 
地 域：少子高齢化に伴う世代間交流や 
     コミュニティの希薄化 
大 学：豊かな緑地資源への認知度の 
     低さ  

   
 

初
切
は
初
雪
と
共
に 

執
筆
後
記 

法
学
・二
年
・Ｉ 

 

次
回
の
体
験
会
で
は
、
私
た
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン

バ
ー
が
再
び
参
加
学
生
に
切
り
方
等
を
教
え
る
側

の
立
場
に
な
り
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？ 

編
集
後
記 

法
学
・三
年
・Ｎ 

 

今
日
の
活
動
も
今
後
の
地
域
交
流
へ
と
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
緑
か
ら
縁
を
育
む
為
に
。
残
り
少
な
い

活
動
を
一
つ
一
つ
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

筍
と 

 
ま
だ
見
ぬ
春
を 

 

待
ち
わ
び
て 

緑地川柳 

  
一
月
十
二
日
。
今
年
最
初
の
活
動
は
、
本
学
教
養
科

目 
『
多
摩
の
里
山
学
』 

を
履
修
し
て
い
る
学
生
た
ち

と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
連
携
団
体
で
あ
る
「
ひ
な
た
緑
地
遊
学

会
」
の
方
々
か
ら
竹
の
種
類
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
夏
の
学
生
企
画(

参
照:

緑
地
新
聞

第
二
号)

で
使
用
す
る
竹
水
鉄
砲
の
材
料
と
な
る
竹
の

伐
採
を
行
い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
日
頃
の
活
動
で
伐
採
し
て
い
る
竹
は
、

「
孟
宗
竹
（
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
）
」
と
い
い
、
中
国
か
ら

食
用
に
輸
入
さ
れ
て
き
た
種
で
す
。
節
が
一
つ
し
か
な

く
、
比
較
的
太
い
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
伐
採
す
る
「
真
竹
」
は
日
本
固
有
の
種
で
節
が
二
つ

あ
り
、
細
い
の
が
特
徴
で
す
！
水
鉄
砲
に
向
い
て
い
る

竹
は
、
こ
の
「
真
竹
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
は
、

竹
の
種
類
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
知
ら
ず
、
初
め
は
そ 

れ
ぞ
れ
の
違
い
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で

徐
々
に
見
分
け
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（※

孟
宗
竹
と
真
竹
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
） 

 

竹
水
鉄
砲
に
適
し
た
真
っ
直
ぐ
で
適
度
な
太
さ
の
真
竹
を
探
す
の
は
大
変
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
工
程
を
考
え
る
と
わ
く
わ
く
し
て
き
て
、
楽
し
み
な
が
ら
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
途
中
で
雪
が
降
っ
て
き
て
、
初
雪
の
中
で
竹
を
切
る
と
い
う
珍
し
い
体
験
も
で
き

ま
し
た
。
あ
る
程
度
、
竹
を
切
り
倒
し
た
後
、
リ
ヤ
カ
ー
に
皆
で
手
分
け
し
て
竹
を
積
め
込

み
、
大
学
奥
地
の
倉
庫
へ
と
運
び
ま
し
た
。
こ
の
竹
が
、
今
後
、
地
域
交
流
へ
と
活
か
さ
れ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
へ
繋
が
る
こ
と
を
思
う
と
今
か
ら
次
の
夏
が
楽
し
み
で
す
！ 

 

最
後
は
全
体
で
集
ま
り
、
感
想
を
共
有
し
ま
し
た
。
里
山
学

の
履
修
者
か
ら
は
、
「
理
論
で
竹
の
倒
し
方
を
理
解
し
て
い
て

も
な
か
な
か
思
っ
た
方
向
に
倒
れ
ず
、
伐
採
の
難
し
さ
を
感
じ

た
」
「
普
段
あ
ま
り
運
動
し
な
い
の
で
、
と
て
も
高
い
運
動
効

果
を
伐
採
を
通
じ
て
感
じ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

今
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
首
都
大
生
に
緑
地
や
竹
の
伐
採

の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

この竹どうしようかな…？ 

 日本最古の物語とされる『竹取物語』に関連して、文学史の
並び替え問題を用意しました！成立順に正しく並び替えると
私たちからのメッセージになります！ 
 
     ミ. 古今和歌集        ヲ. 沙石集         ド. 宇津保物語 
     イ. 曽根崎心中    セ. おらが春   タ. 太平記 
     二. たけくらべ           ツ. 舞姫           リ. 方丈記 
 

参考：http://www7a.biglobe.ne.jp/~gakusyuu/bungaku/bungakumenu.htm （最終アクセス：2019年1月31日） 

 
 
 
 
 

すだれにして体験会告知を 水鉄砲にして地域交流に 

中学生はギロ(楽器)を作りました 

2019年2月発行 



 

 これまで大学周辺についてのことをあまり深く知りませんでしたが、水
鉄砲合戦や木工体験会を通じて、大学と周辺地域との関わりを感じるこ
とができました。また、地域との繋がりづくりに自らの学部での専門知
識が活かせたら、と思います。 

 交流を通じ、世代による考え方の違いを感じることで、高齢化や地域交
流について、考えていく上で必要となる様々な視点をもてるようになっ
たと思います。 

 活動でのやり取りや企画における話し合いの中で、目的を達成させる為
には優先順位を考慮してしっかりと計画をしなくてはいけないな、と感
じました。 

 水鉄砲や木工工作といった利活用から、竹の無限の可能性を感じました。 

 どうしても竹を上手く切れない回があり、改めて自然と向き合い、そし
て整備をしていくということの難しさを肌で感じました。 

 人の手入れが無くなることで、山にいる生物の多様性が損なわれてし
まったり、竹が木々に必要な日光を遮ることで森の基盤が弱体化してし
まう、といった里山が抱える課題について深く知ることができました。 

 

二
月
十
五
日(

金)

、
竹
林
の 

整
備
と
今
年
度
の
活
動
を
振
り 

返
る
「
事
後
学
習
」
を
行
っ
た
。 

 

午
前
中
は
、
三
グ
ル
ー
プ
に 

分
か
れ
、
ひ
た
す
ら
竹
を
切
り 

倒
し
た
。
何
度
や
っ
て
も
竹
を 

倒
し
て
い
く
時
の
爽
快
感
は
良 

い
。
一
年
を
通
し
て
の
プ
ロ
グ 

ラ
ム
も
終
盤
と
な
り
、
皆
、
だ 

い
ぶ
技
術
も
身
に
付
い
て
き
た 

と
思
っ
て
い
た
が
、
枝
木
を
切 

る
の
に
は
苦
労
し
た
。
だ
が
、 

連
携
団
体
『
ひ
な
た
緑
地
遊
学
会
』
の
北
出
さ
ん
は
、
枝
木
を
一
発
で
ど
ん
ど
ん
切
っ
て
お 

り
、
熟
練
の
技
を
感
じ
た
。
コ
ツ
は
枝
木
を
引
っ
張
り
、
の
こ
ぎ
り
の
根
本
か
ら
ス
っ
、
と
切 

る
こ
と
だ
と
教
わ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
、
竹
を
切
る
中
で
面
白
い
も
の
を
発
見
し
た
。
ポ
ッ 

チ
ャ
マ
で
あ
る
！
（
右
図
参
照
）
ポ
ッ
チ
ャ
マ
と
は
私
た
ち
の
世
代
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い 

る
ポ
ケ
モ
ン
だ
。
誰
が
ど
う
や
っ
て
描
き
刻
ん
だ
も
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
ミ
ス
テ
リ
ー 

で
あ
る
。 

 

午
後
は
、
「
事
後
学
習
」
を
行
っ
た
。
近
隣
小
学 

校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
や
施
設
課
の
方
、
ア 

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
加
藤
英
寿
先
生
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
学
生
等
、
多 

く
の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
事
後
学
習
」
で 

は
、
活
動
の
効
果
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
の
自
分 

の
変
化
に
つ
い
て
考
え
た
。
多
様
な
視
点
か
ら
活
動 

を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に 

編
集
・発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 

 

電
話 

〇
四
二 -

 

六
七
七 -

 

一
三
五
四 

メ
ー
ル 

tm
u
-
v
o
lu

n
teer@

jm
j.tm

u
.a

c.jp
 

文
章
担
当 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

健
康
福
祉
学
部
一
年
・
Ｍ 
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緑地川柳 

 
 

編
集
後
記
（
物
理
・
二
年 

ｉ
） 

活
動
に
関
わ
っ
た
人
、
皆
で
活
動
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
は
重

要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
サ
ル
山
水
合
戦
に
つ
い
て
は
、

楽
し
か
っ
た
の
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
何
と
な
く

疑
問
で
し
た
。
事
後
学
習
で
小
学
校
の
方
に
あ
り
が
た
か
っ
た

と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
そ
の
活
動
の

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

プログラムを終えて... 
～学生の声～ 

↑

少
し
ず
つ
、
で
も
確
実
に
緑
地
が
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た 

多
方
面
で
活
動
の
成
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
、
竹
水
鉄
砲
を
使
っ
た
「
サ 

ル
山
水
合
戦
」
で
は
、
保
護
者
の
大
人
が
大
学
生
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
は
し
ゃ
ぐ
く
ら 

い
ま
で
真
剣
に
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
驚
い
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
真
剣
に
取
り
組
め
る
機
会
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
良
い
な
と

思
っ
た
。 

 

次
年
度
の
活
動
に
向
け
た
改
善
案
も
出
し
合
っ
た
の
で
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ 

グ
ラ
ム
は
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
進
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。 

（
作
業
療
法
学
科
・
一
年
・
Ｍ
） 

見
上
げ
れ
ば 

竹
の
隙
間
に 

日
向
咲
く 
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編
集
・
発
行 

首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
階
） 

 

電
話 

〇
四
二-

六
七
七-
一
三
五
四 

メ
ー
ル tmu-volunteer@jmj.tmu.ac.

jp 

文
章
担
当 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
松
木
日
向
緑
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
メ
ン
バ
ー 

 

   
 

【
里
山
保
全
体
験
会
】 

 

二
月
二
十
二
日(

金)

に
、
松
木
日
向
緑
地
で
の
里
山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
会
を
行
い

ま
し
た
。
体
験
会
の
目
的
は
、(

一)

松
木
日
向
緑
地
を
知
っ
て
も
ら
う 

(

二)

体
験
会
を
通
じ

て
里
山
保
全
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る 

の
二
点
で
す
。
学
部
生
、
大
学

院
生
、
教
職
員
と
様
々
な
所
属
の
４
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
体
験
会
で
は
、
は

じ
め
に
一
時
間
ほ
ど
、
緑
地
の
観
察
と
竹
の
伐
採
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

次
に
、
教
室
で
緑
地
・
里
山
に
つ
い
て
学
習
し
、
松
木
日
向
緑
地
を
よ
り
良
く
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。 

里
山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
首
都
大
で
竹
を
切
ろ
う
～ 

編
集
後
記 

生
命
・
修
士
二
年
・
Ｋ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
三
年
目
を
迎
え
、
開

始
当
初
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
取
組
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
取
組
は
変
化
し
て
も
、
松

木
日
向
緑
地
が
親
し
み
や
す
い
場
所
で
あ
り
続
け
て

欲
し
い
で
す
。 

  

竹
の
音
と 

 
 

 
  

共
に
感
じ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
向
色 

緑地川柳 

協力して竹を切る参加者とプログラムメンバー 

グループディスカッションの様子 

【
松
木
日
向
緑
地
を
よ
り
良
く
す
る
に
は
？
】 

 

竹
林
管
理
作
業
の
後
に
は
、
体
験
会
参
加
者
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
で
、
松
木
日

向
緑
地
を
よ
り
良
く
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
活
動
を
「
や
り
っ
放
し
」
に
せ
ず
、
「
事
前
学
習
」
や

「
事
後
学
習
」
な
ど
で
、
緑
地
・
里
山
に
つ
い
て
問
題
点
や
自
分
の
考
え
を
互
い
に
話

し
合
い
、
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
て
い
る
よ
う
な
学
習
を
、

参
加
者
に
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
体
験
会

参
加
者
に
よ
る
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
視
点
か
ら
の
意
見
や
今
回
の
体
験
の

感
想
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
特
に
充
実
し
て
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。
感
想
の
一
例
と
し

て
は
、
「
今
回
の
体
験
会
を
き
っ
か
け
に
四
月
の
た
け
の
こ
掘
り
活
動
に
も
参
加
し
よ

う
と
思
っ
た
」
な
ど
が
あ
り
、
緑
地
・
里
山
だ
け
で
な
く
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
次
年
度
に
向
け
て
】 

 

 

こ
の
よ
う
な
体
験
会
を
通
し
て
、
さ
ら
に
活
動
の

輪
を
広
げ
、
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

さ
ら
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
一
年
間
で
自
分
た

ち
が
行
っ
て
き
た
活
動
の
内
容
・
大
切
さ
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
年
度
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
各
々
が
考
え
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

【
緑
地
整
備
】 

 

竹
の
伐
採
体
験
で
は
、
は
じ
め
に
、
「
管
理

さ
れ
て
い
る
竹
林
」
と
「
あ
え
て
手
を
加
え
て

い
な
い
竹
林
」
を
観
察
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
首
都
大
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
の
か
」
と

驚
く
参
加
者
。
一
年
目
の
メ
ン
バ
ー
が
一
年
間

の
活
動
の
経
験
を
踏
ま
え
、
竹
林
管
理
の
意
義

を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

管
理
の
必
要
性
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、
実
際

に
竹
を
伐
採
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
協
力
し
て
竹
を
伐

採
し
ま
し
た
。
「
予
想
以
上
の
運
動
だ
っ
た
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
作
業
後
は
汗
だ
く
で
し
た
。 

竹
林
に 

 
し
た
た
る
汗
は 

 
 

筍
へ  
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緑地談話室 ～「緑から縁を、」編～ 

咲良葉：よく緑地の近くは通っていますが、 
      こういった活動があるのは正直、知 
      らなかったですね。 
          そもそも、なんで竹を切るんですか？ 
 
 深緑：うーん、端的に言ってしまえば、生態 
     系を守る為かな。竹の成長は著しくて 
     ね。他の樹木へ侵食したり、本来入  
     るはずの日光を妨げたりしているんだ。 
 
咲良葉：そうなんですね！そして、その切った 
      た竹はこの冊子を見る限り、色んな  
      ところで使われていますね。 
 
 深緑：そうだね、『緑地新聞』の1号や2号、 
     7号でそのことに触れてあるね。 
     まさしく「緑から縁を」だと思う。 
 
咲良葉：どういうことですか？ 
 
 深緑：里山保全活動、即ち緑、という部分か 
     ら地域のつながり、即ち縁へと結びつ 
     けるこのプログラムのことを個人的に 
     そんなふうに表しているんだ。 
 
咲良葉：なんか、結構、印象に残るフレーズ 
      ですね、覚えておきます。 
      よく見たらこの冊子のいたるところに 
      書かれていますね！ 
 

 深緑：気に入ってね、我ながら。笑 

咲良葉：なるほど。笑笑 
      あ、あと、もう一つ 質問なのですが、 
      実際、竹を倒すのって結構大変なん 
      じゃないですか？筋トレとかした方が 
      いいんですかね...？   
 
 深緑：いやいやそこまでしなくても。笑 個人 
     差はもちろんあるけど、あまり重たくは 
     ないかな。もちろん、色々不安なことは 
     あるかもしれないけれど、ひなた緑地遊 
     学会という地域の連携団体の方々から 
     竹の切り方や道具の扱い方について、 
     しっかりと教えてもらえるよ。 
 
咲良葉：近くで見てくれる人がいるのは安心でき 
      ますね。ホッとしました。 
 
 深緑：他にも２、３年続けているサポーターや 
     リーダーの学生もいるからそこは安心し 
     ていいよ！竹を切る伝統的な技術もそ 
     うだけど、そもそも自然と触れ合うといっ 
     た文化も後の世代に、いろいろな企画 
     を通じて伝えていくことが自分たち、大 
     学生の役割なのかと思っているよ。 
 
咲良葉：なるほど...。 
     興味深いお話を聞くことができて、今日 
     は本当によかったです。今後の活動へ 
     の参加を検討してみますね！ 
 
 深緑：それはよかった！緑地にはいわゆる、 
     SNS映えするスポットがたくさんあるから  
     ね。友達にもぜひ、お伝えあれ。 
 
咲良葉：了解しました！ 

登場 
人物 

※登場人物や内容はフィクションです 

咲良葉 縁楓 ：  理系の1年生。通学途中によく緑地の近くを通るが、このプログラムのことはよく知らない。 
             好きな微生物はシアノバクテリア 
 

  深緑 竹志  ：  文系の3年生。長いこと、この松木日向緑地プログラムの活動に関わっている。 
                        映画「エンドゲーム」のリピーター。 

14 
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ふだんの日常の中では関わることができない地域の方々と交流できること。そして、自分たち
の整備活動は、目に見える形（日光）で現れるので、達成感を感じます！ 法学 3年 

竹林整備だけではなく、地域の人とも交流できるところが面白いです。 システムデザイン １年 

松木日向緑地プログラムのおすすめポイントは？ 

竹を切るだけじゃない楽しみがあります。 
子どもが好きな方、色々な世代の人と交流したい方にお勧めです！ 法学 ２年 

色々な人と交流できます！子どもが好きな人にお勧め！ 

竹を切る機会なんてそうそうない！ 生命科学 ２年 

タケノコ掘りなど、自然の魅力が松木日向緑地にはたくさんあります！ 都市環境 1年 

自分の予定の合うときに参加でき、他学部･学科の人、地域の人など、たくさんの
人との交流ができる！ 都市環境 1年 

竹を倒した時の達成感！！！！ 

子どもたちと楽しく水鉄砲をして遊べること！！都市環境 1年 

とにかく楽しい！！！＾＾ 物理 2年  

様々な人と交流できる。自分の視野を広げるよい機会。 
竹を切るのは気持ちいい！ 人文社会 1年 

様々なバックグラウンドがある人達が活動に参加しており、 

地域の人々の技術を学ぶことができる。 生命科学 M2年 

大学の緑地を舞台に、環境整備・地域交流・自然の遊びなど、多様な観点から目的を考えて
活動できます。新生活に期待を膨らませている人にも、電車の人混みや授業・課題に飽き飽
きしてリフレッシュしたい人にもおすすめします。 電気電子工学 4年 
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文章担当  2018年度 地域ボランティアプログラム「松木日向緑地プログラム」メンバー 

そうだ、緑地へ行こう。 

  
 この冊子が発行される頃には、本冊子収録の『緑地新聞』を企画してから、1年以上経つことになります。
初めて自分で編集を担当した1号の粗削り加減は、2号との比較で一目瞭然なので、なんだか、妙に感慨
深いです。 
 まさに0から始まり、そして、多くの人に支えられ、出来上がりました。個人的には緑地談話の人物名に、
こだわりがあります。この冊子が1人でも多くの人の緑地に対する関心へとつながるきっかけになれば幸い
です。ここまで読んで下さり、ありがとうございました！！ 

（都市教養学部 都市教養学科 法学系 4年 リーダー N） 
 

後書き 

 今回、『緑地新聞』の編纂に関わらせていただき、自分たちの活動を文字でまとめて振り返ることの大切
さを実感しました。松木日向緑地という1つのフィールドで続けていく活動だからこそ、1つ1つの活動の積
み重ねを確認しながら、時には変化しつつ継続していくことが大事なのだろうと感じます。また、首都大生
にもっと緑地の存在を知ってもらえるように、これからも広報を続けていきたいと思います。 

（都市教養学部 都市教養学科 法学系 3年 サポーター S） 
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